
 

 

 

 

 

 

１．開催年月日 

令和８年２月４日（水） 午前１０時００分～午前１０時３５分 

 

２．開催場所 

  大東市教育委員会会議室 

 

３．出席者（５名） 

・教育長          岡本 功 

・教育長職務代理者     太田 忠雄 

・教育委員         齊藤 めぐみ 

・教育委員         中野 健一郎 

・教育委員         工藤 真由美 

  

４．出席説明員（１３名） 

 ・教育総務部長                     北本 賢一 

・学校教育政策部長                   渡邊 良 

・教育総務部総括次長兼学校管理課長           芦田 雄一 

・学校教育政策部総括次長兼指導・人権教育課長      村島 正浩 

・教育総務部次長兼教育企画室長兼課長兼学校教育政策部教育企画室長兼課長 有東 良博 

・教育総務部教育総務課長                吉田 詠二 

・教育総務部教育総務課参事兼野崎青少年教育センター所長 前島 康浩 

・教育総務部家庭・地域教育課長             山元 淳 

・学校教育政策部教職員課長               泉谷 匡俊 

・学校教育政策部ＩＣＴ教育戦略課長           川阪 栄介 

・学校教育政策部教育研究所長兼課長           筧 誠人 

・学校教育政策部ＩＣＴ教育戦略課参事          山本 和人 

・教育総務部教育総務課課長補佐             西村 公江 

 

５．傍聴者   ２名 

 

 

 

 

 

 

 

令和７年度 大東市教育委員会 

２月 定 例 会 議 事 録 



６．議事日程 

 

 

日 程 第 １  議事録署名委員の指名について 

 

 日 程 第 ２  教育長の報告 

 

日 程 第 ３  教委報告第１号 

府費負担教職員の人事に関する内申に係る臨時代理の報告について 

 

日 程 第 ４  教委議案第４号 

         令和８年度大東市立小学校及び中学校の管理職人事について 

 

日 程 第 ５  一般業務報告 

 



令和8年2月4日

教育長報告　資料

日 曜 教育長活動予定　（太字：教育長･教育委員出席） 備考

1 木

2 金

3 土

4 日

5 月 年頭挨拶、全体会議 仕事初め

6 火

7 水

8 木 ３学期始業式（小・中学校）

9 金 総合教育会議、生徒会との交流会（住道中）

10 土

11 日 消防出初式

12 月 「成人の日」記念式典

13 火 幹部会議 ３学期始業式（幼稚園）

14 水

15 木 校園長会

16 金 教育委員会定例会

17 土

18 日 大東市こども会駅伝選手権大会、大東市スポーツ少年団新年交歓会

19 月 令和８年１月大東市議会特別議会

20 火 表敬訪問（フルコンタクト空手）

21 水 大東・四條畷地区保護司会新年互礼会

22 木 教頭・主任会

23 金 総合計画・総合戦略推進本部会議、大阪府都市教育長協議会定例会

24 土 大東市家庭教育講演会

25 日

26 月 （仮称）ほうじょう学園施設整備事業　総合評価審査委員会、特別議会本会議

27 火 大阪府市町村教育委員会研修会、北河内地区教育長協議会

28 水

29 木

30 金

31 土

令和８年　　１月

≪備考≫
変更となる場合があります。

閉
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園

）
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令和8年2月4日

教育長報告　資料

日 曜 教育長活動予定　（太字：教育長･教育委員出席） 備考

1 日

2 月 生徒会の交流会（四条中）

3 火 環境共生推進本部会議

4 水 教育委員会定例会

5 木 校園長会

6 金

7 土

8 日

9 月 農産物品評会表彰式、幹部会議、DX推進本部会議

10 火

11 水 建国記念の日

12 木 教頭・主任会

13 金 表敬訪問（小学生ソフトテニス）

14 土

15 日

16 月

17 火 防災訓練

18 水 来年度予算記者発表

19 木

20 金 北河内学校保健研究大会

21 土

22 日

23 月 天皇誕生日

24 火 本会議、予算決算委員会（前期全体会）

25 水

26 木

27 金 深野中学校善行表彰式

28 土

令和８年　　２月

≪備考≫
変更となる場合があります。



令和8年2月4日

教育長報告　資料

日 曜 教育長活動予定　（太字：教育長･教育委員出席） 備考

1 日 本会議（日曜議会）

2 月

3 火 校園長会

4 水 未来づくり委員会・予算決算委員会（未来づくり分科会）

5 木 未来づくり委員会・予算決算委員会（未来づくり分科会）

6 金 未来づくり委員会・予算決算委員会（未来づくり分科会）

7 土

8 日

9 月

10 火 教頭・主任会

11 水

12 木

13 金 中学校卒業式

14 土

15 日

16 月 幼稚園卒園式

17 火

18 水 小学校卒業式、予算決算委員会（後期全体会）

19 木 本会議 修了式（幼稚園）

20 金 春分の日

21 土

22 日

23 月 本会議

24 火 本会議 修了式（小・中学校）

25 水

26 木 総合教育会議

27 金

28 土

29 日

30 月

31 火

令和８年　　3月

≪備考≫
変更となる場合があります。
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９．一般業務報告 

 

１．令和８年１月大東市議会特別議会における議決事項について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 
 

 

 

令和８年２月教育委員会定例会 

一 般 業 務 報 告 

教 育 総 務 部  
 

令和７年度大東市一般会計補正予算（第５次）について 
 

債務負担行為補正（変更） 

【教育総務課所管】 

○教育委員会総務経費（教育総務）（期間：令和７～８年度）    

限度額  ２６，０５５千円 ⇒ ３６，４６０千円 

小・中学校で生じる廃棄物の収集運搬及び処分業務委託料 

     産業廃棄物収集運搬及び処分           １０，３９６千円 

機密文書等溶解処理                       １，１２７千円 

中学校８校の直営継続による 

校務業務委託（派遣）の一部取消しに伴う減額  △１，４９８千円 

      清掃等業務の増額                   ３８０千円 

 

○教育委員会総務経費（教育総務）（期間：令和７～１０年度）    

限度額  ３１０，１３５千円 ⇒ ２８０，３３０千円 

中学校８校の直営継続による校務業務委託（請負）の一部取消しに 

伴う減額 

 
 



１０．会議録 

岡本教育長 

 

 

北本部長 

 

 

 

 

岡本教育長 

 

 

岡本教育長 

 

 

岡本教育長 

 

 

岡本教育長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

定刻になりました。 

開会に先立ち、委員の出席状況について報告を求めます。 

 

本日の出席は教育長及び教育委員４名、合計５名でございま

す。 

地方教育行政の組織及び運営に関する法律第１４条第３項の規

定により本会議は成立することを報告申し上げます。 

 

報告のとおり、定足数に達しておりますので、ただ今から２月

の教育委員会定例会を開催いたします。 

 

傍聴にお越しの皆様、本日は令和８年２月定例会に傍聴参加い

ただきありがとうございます。 

 

まず、日程第１「議事録署名委員の指名について」でございま

すが、本日の署名委員は、太田委員にお願いいたします。 

 

次に日程第２「教育長の報告」でございます。 

これは、私の教育長としての活動を紹介する中で、私が感じた

ことや考えていることをお伝えし、委員の皆様と情報交換を行う

ものです。 

本日は３点について報告いたします。 

まず１点目は、１月２３日にアウィーナ大阪にて開催されまし

た「大阪府都市教育長協議会 定例会」でございます。 

その中の講演会は「社会の変化とこれからの学校教育～主体性

と当事者性」というテーマで、「学校の当たり前を変えた」の著

書で有名な工藤勇一氏が講師でした。子どもたちの自己肯定感を

高めるためには自己決定が大事で、自己決定がなければ「人のせ

いにする子が育つ」。当事者性と自己決定が今の日本の学校教

育、家庭教育に欠如している点であるというお話でした。本市に

おいても「学びをわがごととして捉えることができる」授業づく

りを進めており、共通する課題であると感じました。 

講演全般を通じ、学校教育は目立つワンイシューで語られるも

のではなく、真の教育改革を進めるには、包摂的な考え方、ま

た、これまでの実践の全否定ではなく、アップデートしていくと

いう姿勢、そして、そのためには地道で具体的な取組みが必要で

あることを改めて学ぶ機会にもなりました。 

２点目は１月２４日、市ＰＴＡ協議会との共催で開催されまし

た「大東市家庭教育講演会」です。開会のごあいさつを申し上げ

ました。 

タレントのくわばたりえさんをお迎えし、「等身大で子育てし

よ～１００点満点にならないでいい～」と題してのトークショー

は、三児の母として子育てに奮闘しておられるエピソードなどを

通して、多くの学びやヒントを与えていただける有意義な講演会



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

になったと考えております。 

また、家庭・地域教育課から家庭教育支援事業についての説

明・発信もあり、家庭教育支援の機運の醸成を図る場にもなりま

した。 

２００名以上の方にお集まりいただき、実り多い講演会となり

ましたことをご報告申し上げます。 

今後とも、保護者の皆さまが、気軽に、それぞれのタイミング

で、必要に応じて家庭教育支援事業にご参加いただき、ほっとで

きる、気づき・学びの機会にしていただければと考えておりま

す。 

３点目は１月２７日にアウィーナ大阪にて開催されました「大

阪府市町村教育委員会研修会」でございます。 

講演会ではノンフィクション作家の石井光太氏より「なぜ子ど

もたちは傷つけ合うのか～現代特有の環境と盲点を考える～」と

いう演題でお話を伺いました。 

生きづらさを抱えている子どもに共通しているのは、国語力・

言葉の力が不足していること。人は年齢相応の語彙力をベースと

して、論理的思考、感じる力、想像する力を養い、表す力を作り

上げていく。まさに「生きる力」を高めていきます。 

しかしながら、状況にかかわらず、例えば「ヤバい」であった

り「ウザい」であったりなどの限られたボキャブラリーを使いま

わし、言葉で思考することを放棄している子どもたちが増えてき

ていることが、子どもたちが傷つけ合う状況につながっているの

ではないかというお話でした。 

その要因としては、子どもたちの体験格差、経済格差、ネット

依存などを挙げておられました。 

回復のための取組みとしては、共有体験を通した自尊感情の向

上、多様な人々との交わりや意見交換などリアルな体験、言葉で

事態を打開したという成功体験が必要であることなどのご示唆を

いただきました。 

この講演会中、私がずっと考えておりましたのは、親が子ども

に対して話しかける言葉の質と量が、言葉の力の育成に大きな影

響を与えるという前提はある中で、では学校教育においてどのよ

うにこの状況を改善していけばよいのか、できることは何かとい

うことです。 

それは、何か新たな取組みをするということではなく、今実践

している取組みにおいて、「言葉の力」の育成をより意図的に、

そして意識化することが大事だと思いました。 

たとえば、学び合いの授業づくり、集団づくり、様々な学校行

事、特活・総合的な学習の時間、読書活動、弁論大会など、これ

らの取組みの意義は「言葉の力」の育成の観点からも益々高まっ

ていく、高めていかなくてはならないと考えています。 

そして、教員も自らの「言葉の力」を強く意識、自覚し、日々

子どもたちに対応する必要があるとも感じています。 

本研修会には中野委員もご出席いただきましたので、のちほど

ご感想等ございましたら、よろしくお願いいたします。 

今後の予定としましては、評価育成システムにかかる、校長を

対象とした面談を６日から２０日にかけて実施いたします。年度



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

中野委員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

岡本教育長 

当初の目標設定に対して、どのような成果があり、またどのよう

な課題が残ったのか。各校長の組織マネジメントについてともに

振り返りをし、次年度につなげてまいりたいと考えています。 

 また、１８日に来年度予算に関する記者発表・懇談会が予定さ

れております。市長・副市長とともに出席し、３月定例月議会に

上程される教育委員会事務局分予算につきまして、主なものを説

明いたします。 

３月定例月議会は３月１日（日曜日）に代表質問、未来づくり

委員会等を経まして、１９日・２３日・２４日に一般質問がござ

います。  

また、卒業式関係でございますが、３月１３日に中学校、１６

日に幼稚園、１８日に小学校で挙行されます。それぞれ参列を

し、祝辞を申し述べる予定です。教育委員の皆さまにもよろしく

お願いいたします。 

以上でございます。 

では、先ほどご報告申し上げました「大阪府市町村教育委員会

研修会」にご参加いただきました中野委員、ご感想などお願いで

きますでしょうか。 

 

私も参加させていただいて、改めて言葉、国語力は大事だなと

感じました。印象に残ったところだけをお伝えしますが、言葉を

「知っている」と「使える」は違うという話が非常に響きまし

た。国語で単語の練習はするけども、それを実際のコミュニケー

ションの中でどう活用するのかというのはまた違うものだなと思

いました。それを強化していくためには、多面的なリアルな体験

が大事だというお話があったので、生徒たちにいろいろな大人を

含めた体験をどれだけ経験させてあげるかが重要だなと思いまし

た。 

言葉というのは、音になるところからが言葉だと思っていたの

ですが、この研修では言葉で考えるというところから言葉を使っ

ているという話がありました。非常にそれは学びになりました。

要は、頭の中で考えているときはいろんな言葉を使って自分で考

えているので、ここに言葉がないといけないということで、言葉

で考えて、言葉で伝えて、その言葉で物事を打開していく、そう

いった成功体験が非常に重要であるというお話がありました。 

そういった子どもたちの体験格差、経済格差、家庭格差みたい

な話で、ご家庭の中でなかなか体験できない生徒さんたちにとっ

ては、その心の原風景がない、例えばより良い家庭という心の原

風景がない子たちに対しては、大人たちがその心の原風景を作っ

てあげるというお話がありました。一つの事例としては、不幸せ

なご家庭のお子さんに対してその先生が結婚するときに結婚式に

呼んであげて、家庭を持つことって幸せなことなんだという心の

原風景を作ったことで、その子は２０年後結婚という道に進むこ

ともできたといいます。そういった心の原風景を作っていくこと

は大人たちの責任なのだなというふうに思った、非常に楽しくも

あり心に感動を覚えるような研修会でした。 

 

ありがとうございました。委員の皆様から何かご意見はござい



 

 

岡本教育長 
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岡本教育長 
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岡本教育長 

 

 

北本部長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ませんでしょうか。 

 

ありがとうございます。日程第２「教育長の報告」につきまし

ては、以上で終了とします。 

 

それでは、議事に入らせていただきます。 

 

まず、日程第３ 教委報告第１号 府費負担教職員の人事に関

する内申に係る臨時代理の報告について、及び日程第４ 教委議

案第４号 令和８年度大東市立小学校及び中学校の管理職人事に

ついて、を議題とします。 

 

なお、これらの案件につきましては、大東市情報公開条例第６

条第４号に該当する非公開情報が含まれておりますので、地方教

育行政の組織及び運営に関する法律第１４条第７項の規定に基づ

き、会議を公開しないこととしたいと思います。承認の委員は挙

手をお願いします。 

 

【挙手全員】 

 

ご異議なしと認めますので、それでは本件につきましては、非

公開とさせていただきます。 

 

【非公開】 

 

それでは、日程第４ 教委議案第４号の審議が終了しましたの

で、ただ今から定例会を公開とします。 

 

以上で本日の議事を終わります。 

 

次に、日程第５ 一般業務報告について でございます。 

 

１番、令和８年１月大東市議会特別議会における議決事項につ

いて、報告をお願いします。 

 

『令和８年１月大東市議会特別議会における議決事項にい

て』、報告申し上げます。 

一般業務報告の資料をご覧願います。 

「令和８年１月特別議会」は、本年１月１９日に開催され、

「令和７年度大東市一般会計補正予算（第５次）」につきまし

て、全員賛成で「可決」されたところでございます。 

教育委員会が所管する補正予算の内容につきまして、説明をさ

せて頂く前に、まずは、学校校務員の全容・状況につきまして、

先に口頭にて報告申し上げます。 

本市では、平成１２年度から行財政改革の一環で、学校校務員

のほか、学校の給食調理員、庁務員などの、技能労務職の職員の

採用を停止し、職員の退職に伴い、順次、委託化をすすめてまい

りました。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

岡本教育長 

 

岡本教育長 

 

岡本教育長 

 

 

北本部長 

 

 

岡本教育長 

 

 

 

岡本教育長 

とりわけ、学校校務につきましては、平成２２年度から委託化

を開始し、令和２年度からは、市内１２小学校全校の委託化を実

施したところです。 

令和７年度は、１１名の学校校務員が在籍し、そのうち、市内

８中学校に１名ずつ、すなわち合計８名を配置するとともに、教

育委員会事務局内に営繕班として３名配置しておりました。 

一方で、今年度中に、新たに、３名が退職することとなり、令

和８年度は、８名の学校校務員が在籍する予定となるものでござ

います。 

つきましては、令和８年度におきまして、教育委員会事務局内

の営繕班の機能を委託化し、併せて、市内８中学校の学校校務業

務は、職員にて運営を行う予定とするものでございます。 

なお、今後につきましても、技能労務職の職員の退職に伴い、

順次、委託化を継続する予定でございます。 

それでは、補正予算の内容につきまして、報告申し上げます。 

予算区分は、「債務負担行為」のみ、でございます。 

「教育総務課」所管の、「教育委員会総務経費（教育総務）」、

上段の限度額３，６４６万円は、現在、営繕班に属する３名の職

員で対応している業務のうち、小・中学校で生じる廃棄物の収集

運搬、及び、処分業務等について、民間事業者に委託化する等に

より、昨年１２月定例月議会にて、ご議決を頂きました限度額

を、１，０４０万５千円、増額するものでございます。 

また、下段の限度額２億８，０３３万円は、当初、教育委員会

事務局内の営繕班機能を継続した上で、市内中学校の学校校務の

委託化を予定しておりましたが、先ほど申し上げましたように、

次年度におきましては、市内８中学校へ学校校務員を配置する予

定に変更したことにより、当該委託化を取り消すため、昨年１２

月定例月議会にて、ご議決を頂きました限度額を、２，９８０万

５千円、減額するものでございます。 

以上が、『令和８年１月大東市議会特別議会における議決事項

にいて』の報告でございます。 

よろしくお願い申し上げます。 

 

この件に関して、ご質問等はございませんか。 

 

以上で本日の日程は全て終了となりました。 

 

それでは、次回の日程につきまして、事務局より報告をお願い

します。 

 

次回、３月の教育委員会は３月２５日（水）午前１０時００分

からの開催をご提案申し上げます。 

 

委員の皆さん、よろしいでしょうか。 

それでは、次回は３月２５日午前１０時００分から開催するこ

とといたします。 

 

以上をもちまして、２月定例会を終了といたします。 



  

令和８年３月２５日 

 

 

岡本教育長 

 

太田委員 

 どうもありがとうございました。 

 

 

以上 


